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論文内容の要旨

本論文は、医薬品イノベーションに関して、バイオクラスターはどのような機能を

果たすのかについて、神戸医療産業都市、彩都ライフサイエンスパーク、筑波研究学

固都市への詳細な事例研究をもとに論じたものである。

近年の産業クラスター論では、産業クラスターがイノベーションに対して必要であ

るのか否かについて議論がある。本論文では、産業集租論、産業地理学、産業クラス

ター論、バイテク産業・バイオテクノロジー産業におけるクラスターに関わる諾綸、

イノペーションおよび特に医薬品イノベーションに対するクラスターの機能に関す

る紐論などを先行研究として吟味している。そこから、地理的近接性によって生じる

学習、労働市場の流動性、スピンオフ・アウト等による暗黙知の共有・伝達、そして

知識のスピルオーバーなどを通じてクラスターはイノベーション創出に繋がるとい

う議論と、他方で、暗黙知は生み出された場所とは異なる場所でも実行されうるとの

見方や、空間的に限定されない知識のスピルオーバーが存在するといった見方によっ

て、クラスターの機能を疑問視する研究があることを示す。他方で、医薬品イノベー

ションに関する先行研究から、その特殊性を把握するとともに、近年の医薬品開発で

起こっているバイオ医薬品や再生医療などへのバラダイムシフトの状況も把握する。

そこで、こうしたバラダイムシフトも起こっている状況下において医薬品イノベーシ

ョンに対して、実際に日本のバイオクラスターはどのような機能を果たしてきた、あ

るいは果たしていると認識されているのかを研究する必要性が示され、①バイオクラ

スター形成プロセスの態様の解明、②現在の医薬品イノベーションの分類、③バラダ

イムシフトのもとでの医薬品イノペーションに関するバイオクラスターの機能の解

明という 3つのリサーチクエスチョンが示される。

研究にあたっては、クラスターに集まる様々な研究者や企業・団体などの主体、

実験設備や実験材料などの物的存在、各種支援策など制度や構造という要因に考慮す

るため技術の社会的形成アプローチの分析視点が援用され、研究方法としては、事例

研究が選択され、研究サイトとしては、前述の国内の代表的なバイオクラスターが選

ばれている。中でも最大の神戸のクラスターについては特に綿密な調査がなされる。

研究結果として、医薬品イノベーションに向けたバイオクラスターの形成プロセス

の態様として、参入印壁および撤退節壁を低くする制度や物的存在の形成プロセス、



医薬品研究開発支援産業の形成プロセス、公的研究機関の研究貝の形成プロセス、行

政の•形成プロセス、信頼関係をもとにした主体間の偶発的ネットワークの形成プロセ

スが明らかにされる。また、医薬品イノベーションにおけるバイオクラスターの機能

については、政策的インフラの経済が多様な主体や衰源の参入閲壁や撤退阻壁を低下

させる機能、信頼関係をもとにした偶発的ネットワークを創造する機能が示唆され

る。さらに、事例研究によって見出された医薬品イノベーションの類型を通して、そ

れぞれのバイオクラスターの特性を分析すること、および、医薬品イノベーションの

パラダイムシフトを併せ考察することによって、最先端科学による医薬品形成の見極

めの場としての機能も示唆される。

この結果、医薬品イノペーションにおけるバイオクラスターの機能は、低分子医薬

品からバイオ医薬品、再生医療等製品というような医薬品イノベーションのパラダイ

ムシフトに応じて役割の発揮度が異なることが見いだされた。すなわち、棗先端科学

の研究が進み、それに対応した制度が整えられ、医薬品企業や医薬品研究開発支援産

業の事業化が進み、科学的知識や技術、シーズが普及すると、イノベーションとして

は成熟し組織的には専門分化が可能となる。こうして、研究開発の外部化や、大企業

にみられるような成熟技術の専門分化を独自に形成する内部化がはじまると、バイオ

クラスターの機能は哀退するというのである。現状で言えば、医薬品イノベーション

の萌芽期にある次世代的医薬品イノベーションを目指す医薬品企業は、バイオクラス

ターに立地することによって、政策的インフラの経済がもたらす参入問壁の低下、集

積した主体同士の信頼関係をもとにした偶発的ネットワークの機会、医薬品形成の見

極め機能を獲得できるが、すでに成熟期にある低分子医薬品のイノベーションでは、

バイオクラスターの機能は衰退するということである。つまり、医薬品イノペーショ

ンの全ての類型にバイオクラスターが機能するとは一概にいえない。

論文審査の結果の要旨

本論文は、詳細な比較事例研究をもとにバイオクラスターが医薬品イノベーション

にどのような機能を果たすかについて探究したもので、技術の社会的形成アプローチ

しの分析枠組みでバイオクラスターの形成プロセス事例について分析した結果、政策的

インフラの経済を通して多様な主体や資源の参入F祖壁や撤退応壁を低下させる機能、

信頼関係をもとにした偶発的ネットワークを創造する機能を見出した。また、医薬品

イノベーションの類型について昨今のパラダイムシフトを踏まえて再定式化し、クラ

スター問の比較検討を行った結果として、最先端科学による医薬品形成の見極めの場

としての機能を見出した。これらの結果にもとづき、バイオクラスターが医薬品イノ

ペーションの促進に寄与するのは、萌芽段階のイノペーション（現在であれば再生医

療など）であって、成熟段階になると、技術の不確実性が減り、関係組糀の専門分化

が進むことによって、そうした機能は衰退するという結論を導き出した。これにより、

バイオクラスターが医薬品イノベーションにおいて有効か有効でないかという論争

に対して極めて重要な示唆をもたらした。

本論文の貢献は、上記以外にも複数挙げることができる。まず、これまで主に概念

的に論じられるか、二次資料を基にした統計分析やネットワーク分析などで定屈的・

間接的に捉えられることの多かった産業クラスターの形成プロセスやイノベーショ

ンヘの機能について、クラスターを構成する様々な組織に属する多くの人々へのイン

タピューを中心とした詳細な事例研究によって、よりダイレクトに、より具体的に明

らかにしたことである。日本の主要なバイオクラスターの実態について、本論文ほど

詳しく調べた研究は、少なくとも現段階では他に類を見ない。

また、関連技術や関連事業の成熟化や定型化に伴い、イノベーションに携わる関連

組織の専門分化とコア活動の企業内部化が起こり、組織問関係における地理的近接性

に拘束されなくなるため、バイオクラスターのイノベーションにおける機能は衰退す

るという結諭は、クラスター振興政策にも、どのような企業や事業の支扱に力を入れ

るべきかという極めて重要な実践的示唆を与えるものである。

さらに、技術の社会的形成アプローチの援用により、医薬品イノベーションにおい

て地理的近接性がどのような理由で意義を持つのかについて明らかにした点も貢献

として認められる。特に、実験設備や実験材料などの物的存在や、大学や公的研究機



閃との関係や補助金などの制度的・構造的要因に注目することによって、医薬品イノ

ペーションの特殊性を明らかにしたこととともに、特に新奇の医薬品イノベーション

においては地理的近接性あるいは集積度が重要であること、逆に新奇でない医薬品イ

ノベーションではそれらがさほど重要ではないことを経験的・論理的に示したことの

意義は大きい。

このように、本論文は多くの理論的、実践的な貢献をもたらした伍れた研究論文で

あるといえるが、問題がないわけではない。たとえば、リサーチクエスチョンと考察

・結論との諭理的対応関係における整合性や明確性が不十分であること、提示された

新たな医薬品イノペーションの類型の基になる軸に多義性が潜んでおり、概念の操作

化を考えたときなどに明確性を一部欠くこと、制度的・構造的要因と主体あるいは物

的存在との区分けについて一部疑問が残る点があること、構築主義など一部の概念の

理解において未だ不十分な点が認められることなどである。また、限界として、国内

のバイオクラスターだけを見ているので、本論文の結論が、海外のバイオクラスター

においても通用するのかどうかは明らかとなっていない。

しかし、こうした問題点や限界は、本論文の学問的価値を大きく損なうものではな

い。むしろ、今後の研究において、改善ないし展開されるべきだと見なされる。

以上の理由から、審査委員は、本論文の著者が、博士（経営学）の学位を授与され

るに十分な資質を持つものと判断する。
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